
SIP第2期

１．研究の背景と開発目標

２．達成した成果の概要

代表成果概要

①本コンソに参加した各研究機関が整理したRDF化したデータや各コンソーシアムから産出され
るデータを国内外のオープンデータと組み合わせて検索できる統合DB群アプリケーションSIP 
BioDB Searchを開発し、公開しました。（下記参照）

②微生物の情報に紐づく、タンパク質、生化学反応、パスウェイ、合成・分解できる化合物、培
養培地のデータなどを関連付けて取得できるようになりました。また、特許情報など、企業から
のヒアリングで要望のあったデータも取得できます。

③RDFデータに効率よくアクセスできる仕組み（SPAQList API）と結果をわかりやすく表示する
ためのコンポーネント（TogoStanza）を用いており、データへアクセスするための問い合わせ言
語の再利用ができる仕組みも提供しているため、データの利用がしやすくなっています。

研究の背景と必要性
バイオのデータは、様々な対象や現象に関する情報を扱うことから、表現方法や整理の仕方がバ
ラバラで、複数のデータを一緒に取り扱うことが非常に困難な状態でした。データを再利用しや
すいデータベース環境を構築するためには、これらを統一的に扱うための汎用的なデータ記述様
式や用語の統一が必要でした。

技術開発目標
バイオ・デジタルデータ統合流通基盤の構築コンソーシアムに関係の深いデータの統合解析環境
のために、Resource Description Framework (RDF) という汎用的なデータ記述様式を採用し、
微生物や植物の機能に関連する生化学反応データ、化合物データ、酵素タンパク質データ、生物
種データ、パスウェイデータ、培地データ、特許情報の統合検索システムの開発を目指しました。

複雑なバイオデータを自由に組み合わせて利用しよう

【具体的成果】 SIP BioDB Searchで扱っているデータの種類とウェブ画面を示
します。酵素反応データを中心として複数のデータを繋いだ検索用ウェブツール
です。化合物名・酵素名・GO(Gene Ontology、生物学的概念用語)・生物種・
EC番号（酵素番号、Enzyme Commission numbers）を用いて検索すると、関
連する反応・化合物・酵素・生物種情報が表示されます。

※メンテナンス中（2026年４月時点）



研究課題名 ： バイオ・デジタルデータ統合流通基盤の構築
実施機関 ： 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構
問い合せ先 ： （電話番号） 04-7135-5508 

（データサイエンス共同利用基盤施設ライフサイエンス統合データベースセンター）

３．社会実装の展望と波及効果

想定されるユーザー（成果の受け渡し先）と活用方向
・育種等の研究開発に必要な統合的に利用可能なデータベースを構築する開発者
・研究結果の解釈やさらなる研究の方向性を検討するために、インターネット上に公開されて
いる様々なデータを利用できます。

社会実装の実績
統合DB群アプリケーションSIP BioDB Search（https://sip-db.dbcls.jp/bdsearch/）を公開
しています（2026年４月時点でメンテナンス中）。このアプリを利用したデータの連携の例と
して「微生物と反応経路等の関係」や「植物遺伝子の機能解析」を実現しています。

今後の発展可能性と期待される波及効果
研究開発に必要なデータは、研究の目的によって変わります。それぞれのニーズに合ったデー
タベースを自由に選択し、このアプリやRDF化されたデータを利用して組み合わせて活用する
ことで「データによる研究開発の推進」を実現でき、研究の効率化につながると考えられます。

【具体的成果】（つづき）こちらでは、理化学研究所が持つ植物の遺伝子データを、
タンパク質、化合物、反応、代謝物のデータと連携させることで、遺伝子の生物活性
を示すことができ、遺伝子の機能についての考察に役立てることができました。

SIP第2期 代表成果概要
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①SIP 「スマートバイオ産業・農業基盤技術」の研究開発から生み出されたデータの利活用を目
的として、どのようなデータがあるのかを国内の研究者の方々に知っていただくため、成果であ
るデータセットの一覧をまとめ、データ連携ポータル（https://sip-biodata.dbcls.jp/）を公開
しました。

②各プロジェクト由来のデータに加え、科学技術振興機構が公開しているIntegbioデータベース
カタログ（https://integbio.jp/dbcatalog/）に掲載されているデータベースの説明情報（メタ
データ）が一覧できます。リスト内の情報を検索することにより、SIPデータとSIP以外で公開
されているデータベースから、興味あるデータを絞り込んで表示することが可能です。

②SIP内の各プロジェクトでは多種多様なデータが産出されており、誰でも参照できるように公
開されるもの、期間限定でコンソーシアム内のみで共有されるもの、個人情報などアクセス制限
が必要なものなどがあります。それらの条件とともに各コンソのデータをワンストップで参照で
きるため、データアクセスの省力化につながります。

研究の背景と必要性
SIP「スマートバイオ産業・農業基盤技術」では、バイオや農業をスマート化するために多くの
貴重な研究データが生み出されました。これらを研究者や企業に広く活用していただくために
は、利用者がデータを見つけやすく、活用しやすいように示していく必要があります。

技術開発目標
・データの概要を把握するためにわかりやすい説明情報を、整理して提示します。
・データを生み出した研究グループのプロジェクト概要についても提示します。
・検索にかかりやすいデータベースの説明情報を整えます。
・SIPの成果以外のデータも併せて検索できるようにします。

SIPスマートバイオの成果を検索できる

【具体的成果】
SIPスマートバイオ産業・農業基盤
技術の各コンソの成果であるデー
タセットの一覧をまとめ、データ
連携ポータルを公開しました。
（右図）
https://sip-biodata.dbcls.jp/

上部に示したメニューから「デー
タリスト」を選ぶことで、SIPデー
タと国内外のデータベースのリス
トを閲覧・検索できます。
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３．社会実装の展望と波及効果

想定されるユーザー（成果の受け渡し先）と活用方向
・研究に活用できるデータベースを探索している研究者（特にバイオ関係）
・現在利用可能なデータの情報を得て、利用することができます。
・未公開データについても、概要や連絡先を知ることができるため、共同研究などの連携が早
期から可能となります。

社会実装の実績
上記サイトの公開により研究データへのアクセスが容易になりました。

今後の発展可能性と期待される波及効果
SIP2の成果は今後も公開され次第、搭載していきます。未公開のデータについても、どのよう
な研究から生み出されたどのようなデータかを掲載しています。これにより、SIP2スマートバ
イオの成果の将来的な利活用に結び付けたいと考えています。

【具体的成果】（つづき）

データリストの先頭部分を右に示しました。

公開されているデータセットは所在へのリン
ク、そうでないデータセットはデータの種類
と連絡担当者等のメタデータを登録していま
す。

それらと合わせて使える国内外のバイオ分野
のデータベースを探せるよう、Integbioデー
タベースカタログに収載されているデータ
ベースの一覧が表示・検索できるようにしま
した。このデータベースカタログは、文科
省・厚労省・農水省・経産省の研究機関の協
力でデータベースを調査し、まとめているも
のです。

SIP第2期 代表成果概要
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①生物資源に関する基本的なデータのRDF形式での記載方法についてとりまとめ、各機関が共通のRDF形式で
保有する生物資源の情報を記述し、オープンなバイオ系RDFデータのポータルサイトであるRDF portalからデータ
を公開した。

② RDF形式の生物資源データを横断的に検索・閲覧するためのウェブアプリである「DBRP stanza」の開発を
行い製品評価技術基盤機構（NITE）の生物資源データプラットフォーム（DBRP）のサブシステムとして公開
した。

③遺伝研の保有するメタゲノムデータとの連携機能として、微生物の生育環境を選択することで、その環境のメタ
ゲノム解析結果から検出される微生物の頻度を属ごとにグラフ表示する機能を追加し公開した。

研究の背景と必要性
生物資源は様々な研究機関で保有されており、ユーザーは個別に各機関で調べる必要があった。
各機関の生物資源情報を統合して横断的に検索するためには相互にデータを保有しあう必要が
あるためデータサイズが大きくなり、データ更新が煩雑という課題があった。

技術開発目標
各機関で共通のRDF形式で生物資源データを記述することで、生物資源データを横断的に検
索・閲覧することを可能にする。

RDF形式データを通じてバーチャルに生物資源の情報を統合する
データベースDBRPstanza

【具体的成果】

RDF portal
公的なバイオ系
RDFデータの
ポータルサイト

Web上でバーチャルに統合

NITE 理研 遺伝研農研機構



３．社会実装の展望と波及効果

想定されるユーザー（成果の受け渡し先）と活用方向
生物資源を利用して研究や製品開発を行う国内の研究機関、バイオ系企業等がDBRPstanzaを
用いて検索を行う。検索結果として得られる各機関の生物資源から選択して、生物資源を利用
する。

社会実装の実績
DBRPstanzaはNITEで提供している生物資源データプラットフォームDBRPのサブシステムと
して運用を行っている。（https://www.nite.go.jp/nbrc/dbrp/dbrpstanza/top.html）2024
年3月現在、NITE NBRC、理研JCM、遺伝研（メタゲノム）、農研機構ジーンバンクのデータ
を統合的に検索できる。

今後の発展可能性と期待される波及効果
国内の生物資源を提供する他機関ともRDFデータの作成によりデータ連携し、横断検索できる
範囲を拡大する。国内のユーザーが広範な生物資源を横断的に検索できることで、選択の範囲
が広がり、生物資源の利用の拡大を通じてイノベーションが促進される。

【具体的成果】（つづき）

SIP第2期 代表成果概要

研究課題名 ：バイオ・デジタルデータ統合流通基盤の構築
実施機関 ：独立行政法人 製品評価技術基盤機構
問い合せ先 ：（電話番号） 03-3481-1972（バイオテクノロジーセンター）

メタゲノム解析結果から特定の環境中に
多く検出される微生物をランキング表示

ランキングの微生物と
同属のNBRC株を一覧表示

https://www.nite.go.jp/nbrc/dbrp/dbrpstanza/top.html
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食品・飲料関連企業からのニーズがある質量分析計（MALDI-TOF MS）によるセレウス菌グループの迅速判
別を支援するためのツールを製品評価技術基盤機構（NITE）において開発した。これを用いて食品企業を対
象にデモとヒアリングを実施し、利用を希望した企業に各社で測定したデータに対して活用されている。

研究の背景と必要性
セレウス菌グループは食品の製品開発において検出されることがあるものの、従来の遺伝子に
よる判別方法では同定が困難な場合がある。また、セレウス菌グループには危害菌が含まれる
ため、企業間で同定方法や技術の共有が進みにくい現状がある。

技術開発目標
質量分析計の計測結果を用いてセレウス菌の判別を行うツールを通じて企業とのデータ連携の
仕組みについて検討する。ツールの開発及び利用を通じて企業の保有する前競争領域データの
活用につなげるための方策を検討する。

セレウス菌グループの同定を支援するアプリケーションcereco

【具体的成果】

～質量分析計による微生物同定法の一つであるバイオマーカー法～
セレウス菌に特徴的なリボソームタンパク質
を特定し、MALDI-TOF MSを用いた識
別に利用できることを発見
（特許6917019：NITEとマルハニチロの共同開発）

※特許6917019
ＭＡＬＤＩ－ＴＯＦ ＭＳを用いるバチル
ス・セレウス種及びその近縁種の識別及び
／または同定方法 NITE、マルハニチロ

セレウス菌グループ18種についてMALDI-TOF 
MSを用いた微生物識別法を確立（NITE）

ツール化
（cereco）



研究課題名 ：バイオ・デジタルデータ統合流通基盤の構築
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想定されるユーザー（成果の受け渡し先）と活用方向
食品関連企業や食品関連の検査受託企業が、品質管理や製品開発等で得られたサンプルに対し
てセレウス菌グループの同定を行うために利用する。

社会実装の実績

2023年7月にcerecoを正式に公開し、アカウント利用申請の受付を開始した。2023年8月から
シンポジウム等で紹介し、cerecoの利用を呼びかけている。2024年2月現在で10社が品質管理
や製品開発でのセレウス菌グループの同定を想定してcerecoを利用している。

今後の発展可能性と期待される波及効果

さらに食品企業を中心にcerecoの利用を拡大するとともに、より使いやすいように利用手引き
の作成や利用アドバイスを行う。セレウス菌グループの同定を支援することで品質管理や製品
開発におけるリスクを未然に防止する。

【具体的成果】（つづき）

SIP第2期 代表成果概要

セレウス菌グループのタイプ株についての、
➢ 同等株情報
➢ 16S rRNA 配列
➢ ゲノム配列（Complete, WGS）
➢ MALDI-MSデータ
➢ 安全性推定（MiFuP Safety）
情報を集約

セレウス類縁菌25種のタイプ株についての情報を集約

３．社会実装の展望と波及効果


